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１ 	 中学校学力検査問題	 算数 －50分－

（解答はすべて解答用紙に書きなさい）

1は，Ⅰ進・Ⅱ進とも全員解きなさい。

1 次の問いに答えなさい。または，空らんにあてはまる数や記号を求めなさい。

⑴ 2011－456＋378 を計算しなさい。

⑵ 47－12÷ 2 ＋ 5 × 6  を計算しなさい。

⑶  15 －
1
7 ＋
1
3  を計算しなさい。

⑷ 6.3×5.8＋4.2×6.3 を計算しなさい。

⑸  14 ×2.5÷
1
8  を計算しなさい。

⑹ 13－ 4 ÷ 2 3 ＝ 7

⑺ 次の 3つの数を小さい順に並べなさい。
�
�
�

4
5 ，
5
6 ，0.81

�
�
�

⑻  kgの 5 ％は175ｇです。

⑼ 3 23 ：
7
4  の比を最もかんたんな整数の比で表すと ： です。

⑽ 1.23km＋98.7ｍ＋130cm＝ ｍです。

⑾ 小数第 2位で四捨五入して2.1になる数は 以上 未満です。

⑿ いま，父は40歳で子どもは11歳です。父の年れいが子どもの年れいの 2倍になるのは，何年後ですか。

⒀ 時速60kmで１時間45分かかる道のりを， 3時間で行くには時速 kmの速さで行けばよいことになります。
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⒁ 図 1で角 xを求めなさい。

⒂ 図 2でぬりつぶしてある部分の面積を求めなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⒃ 図 3のような立体の体積を求めなさい。

x

35°

120°

58°

図1

図2

8cm

8cm

4cm

4cm

図3

20cm

20cm

15cm10cm

8cm 5cm



（2） （3）

─3─

Ⅰ進受験者は2～5を解きなさい。Ⅱ進受験者は6～9を解きなさい。

2 次のように計算の規則を決めます。

        （例） 1→ 5＝ 1＋ 2＋ 3＋ 4＋ 5＝15

　 次の問いに答えなさい。

⑴  1→ 9 を求めなさい。

⑵ 15→20 を求めなさい。

⑶ 110→119 を求めなさい。

⑷  2→（ 1→ 4） を求めなさい。

3 仕入れ値が１個200円の商品を500個仕入れ，20%の利益を見込んで定価をつけました。仕入れた商品の80%を売り，

残りの商品を定価の半額で売ったところ，全部売れました。次の問いに答えなさい。

⑴ 定価はいくらですか。

⑵ 定価どおりに売れたのは，何個ですか。

⑶ 定価の半額で売ると， 1個あたり何円の損失が出ますか。

⑷ 最後に，何円の利益または損失が出ましたか。
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4 10ｍのロープをつけた牛を牧場で飼っています。牛の大きさは考えないものとし

て次の問いに答えなさい。ただし，円周率は3.14とします。

⑴ 図 4のように， 1か所の杭
くい

につないだとき，牛が動けるはんいの面積を求めな

さい。

⑵ 図 5のように，20ｍの壁の端から 6ｍのところにつないだとき，牛が動けるは

んいの面積を求めなさい。

⑶ 図 6のように， 1辺が 6ｍの正方形の小屋の 1つの角
かど

につないだとき，牛が動

けるはんいの面積を求めなさい。ただし，小屋の中には入れないものとします。

⑷ 図 7のように， 6ｍと10ｍの直角な壁の角
かど

につないだとき，牛が動けるはんい

の面積を求めなさい。

5 図8のように， 2つの直方体を組み合わせてできた容器があり，中に95cm3の水が入っています。この容器はどの方

向に傾けても中の水がこぼれないようになっています。次の問いに答えなさい。

⑴ この容器の体積を求めなさい。

⑵ Ⓐの面を下にしたとき（図 8のような場合），

水面の高さはⒶの面から何cmになりますか。

⑶ Ⓑの面を下にしたとき，水面の高さはⒷの面か

ら何cmになりますか。

⑷ Ⓒの面を下にしたとき，水面の高さはⒸの面か

ら何cmになりますか。

（Ⅰ進の問題はこれで終わりです。）

10 m
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Ⅱ進受験者は6～9を解きなさい。

6 次のように計算の規則を決めます。

  a△ b＝（ a＋ b）×（ a－ b）	 （例）	 4 △ 2 ＝（ 4＋ 2）×（ 4－ 2）＝12

  a□ b＝ a＋ b× a－ b 	 	 4 □ 2 ＝ 4 ＋ 2 × 4 － 2 ＝10

　 次の問いに答えなさい。

⑴  8△ 5 を求めなさい。

⑵  5□ 3 を求めなさい。

⑶ （ 7△ 3）△ 2 を求めなさい。

⑷ （ 9△ 6）□（ 4□ 3） を求めなさい。

7 16%の食塩水が300ｇあります。次の問いに答えなさい。

⑴ この食塩水にとけている食塩は何ｇですか。

⑵ この食塩水に別の食塩水200ｇを加えて，12％の食塩水を作ります。何%の食塩水を加えるとよいでしょう。

⑶ ⑵でできた食塩水を20％の食塩水にするには，食塩を何ｇ加えればよいでしょう。

⑷ ⑶でできた食塩水を16％の食塩水にもどすには，水を何ｇ加えればよいでしょう。
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8 図9は，半径10cmの半円をOを中心に一周の
1
8 だけ回転させたものです。次の問いに答えなさい。ただし，円周率

は3.14とします。

⑴ 何度回転させましたか。

⑵ OBの長さを求めなさい。

⑶ ぬりつぶした部分の周りの長さを求めなさい。

⑷ ぬりつぶした部分の面積を求めなさい。

9 たて，横，高さがそれぞれ24cm，30cm，40cmの直方体のブロックがあります。次の問いに答えなさい。

⑴ このブロックをいくつか使って，できるだけ小さい立方体を作ります。

  ① できた立方体の一辺は何cmですか。

  ② ブロックは，何個必要ですか。

  ③ この立方体の外から見えないブロックは何個ありますか。

⑵ このブロック 1個をできるだけ大きな立方体に切り分けるとき，立方体は何個できますか。

図9

B

A 10cm O
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番

　号

1次-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

1 ⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ → → ⑻ kg

⑼ ： ⑽ ｍ

⑾ 以上 未満 ⑿  年後

⒀　時速 km ⒁ 度

⒂ cm2 ⒃ cm3

2 ⑴ ⑵ 

⑶ ⑷ 

3 ⑴ 円 ⑵ 個

⑶ 円 ⑷ 円の｛利益，損失｝
 （○で囲む）

小　計

小　計

小　計

小　計

小　計

4 ⑴ m2 ⑵ m2

⑶ m2 ⑷ m2

5 ⑴ cm3 ⑵ cm

⑶ cm ⑷ cm

共 通 計

コース計
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番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴ ⑵ 

⑶ ⑷

7 ⑴　 ｇ ⑵ ％

⑶  ｇ ⑷ ｇ

小　計

小　計

小　計

小　計

8 ⑴ 度 ⑵ cm

⑶ cm ⑷ cm2

9 ⑴　① cm 　　② 個

　　③ 個 ⑵ 個

コース計

1 ⑴ ⑵

⑶ ⑷

⑸ ⑹

⑺ → → ⑻ kg

⑼ ： ⑽ ｍ

⑾ 以上 未満 ⑿  年後

⒀　時速 km ⒁ 度

⒂ cm2 ⒃ cm3

小　計
共 通 計
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１ 	 中学校学力検査問題	 理科 －40分－

（解答はすべて解答用紙に書きなさい）

1～4は、Ⅰ進・Ⅱ進とも全員解きなさい。

1　次の文章の｛　　｝からもっとも適切なものを１つ選び、記号で答えなさい。

⑴　ナナホシテントウは｛ア．たまご　　イ．よう虫　　ウ．さなぎ　　エ．成虫｝で冬をこす。

⑵　現在、地球の平均気温が上がっているのは、空気中の｛ア．酸素　　イ．ちっ素　　ウ．二酸化炭素　　エ．水素｝

の割合が増えたことが原因だと考えられている。

⑶　日本で正午ごろの太陽の高さが、もっとも高いのは｛ア．３月　　イ．６月　　ウ．９月　　エ．12月｝ごろであ

る。

⑷　温度計で地面の温度をはかるとき、｛ア．　イ．　ウ．　エ．｝のようにしてはかるとよい。

⑸　酢
す

、石灰水、石けん水、アンモニア水、炭酸水、水酸化ナトリウム水よう液、塩酸の７種類の水よう液のうち、Ｂ

ＴＢ液を入れると青色になる水よう液は、｛ア．３種類　　イ．４種類　　ウ．５種類　　エ．６種類｝である。

⑹　炭酸水を蒸発させると、｛ア．白色のつぶが残る　　イ．黄色のつぶが残る　　ウ．黒色のつぶが残る　　エ．何

も残らない｝。

おおい

ささえ

温度計球部に
うすく土
をかける

ア．

ささえ

温度計球部に
うすく土
をかける

イ．

温度計

球部を地面にうめる

ウ．

おおい
温度計

球部に
うすく土をかける

エ．
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⑺　ふりこが１往復する時間を短くするには、｛ア．おもりを軽く　　イ．おもりを重く　　ウ．糸を短く  

エ．糸を長く｝すればよい。

⑻　電流をはかるとき、乾電池のマイナスにつながっている導
どう

線
せん

を最初に電流計の｛ア．プラス　　イ．5A　　

ウ．50mA　　エ．500ｍA｝のたんしにつなぐ。
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2　熱の移動とものの温まり方を調べる実験を行いました。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　図１でアとイの部分では、どちらが早くあたたまりますか。記号で答

えなさい。また、そう答えた理由を簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑵　図２でア、イ、ウを、はやく熱くなる順番に並
なら

べなさい。

⑶　図３のように大きいガラスのビーカーの中に10℃の水を400ｇ入れて、

その中に90℃の水200gの入った小さいガラスのビーカーを入れたもの

を準備しました。それぞれのビーカーの中の水をかきまわしながら、１

分ごとに温度を測定していくと、９分後に同じ温度になりました。この

実験において、小さいガラスのビーカーを金属のかんに変えると、それ

ぞれの水は何分後に同じ温度になりますか。下のア～ウから選び、記号

で答えなさい。またそうなる理由を簡
かん

単
たん

に書きなさい。

ア．６分後に同じ温度になる。

イ．９分後に同じ温度になる。

ウ．12分後に同じ温度になる。

⑷　水の入った試験管を細い棒
ぼう

に固
こ

定
てい

し、太陽光線をあてて温度の上がるようすを調べました。もっともはやく温度が

上がるものを下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．

温
度
計

日

　光

イ． ウ． エ．

図2
ア

イ

ウ

金属の棒
きんぞく　　ぼう

図1
ア

イ

図3

90℃の水200g

10℃の水400g
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3　下図は、アサガオの花のつくりを示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　次の①、②の部分を図のＡ～Ｅから選び、記号で答えなさい。

①　花粉がつくられる部分

②　実になる部分

⑵　Ｅの部分の名前は何といいますか。

⑶　花粉がめしべの先につくことを何といいますか。

⑷　アサガオのたねを、下のア～エから選び、記号で答えなさい。

A

E

D

C

B

ア． イ． ウ． エ．
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4　下図は、あるがけで地層をスケッチしたものです。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　もっとも古い地層はどれですか。図のア～エから選び、記号で答えなさい。

⑵　アの地層が固まってできた岩石を何といいますか。

⑶　ウの地層はどのようなところでできたと考えられますか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．あたたかい気候の湖でできた。

イ．あたたかい気候の浅い海でできた。

ウ．冷たい気候の湖でできた。

エ．冷たい気候の浅い海でできた。

⑷　イの地層がたい積したとき、どのようなことがあったと考えられますか。簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑸　ａのように、地層がずれているところを何といいますか。

ア．ねん土の層

aa

イ．火山灰の層

ウ．ホタテガイの化石
　　をふくむ砂の層

エ．小石の層
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Ⅰ進受験者は5～8を解きなさい。Ⅱ進受験者は9～�を解きなさい。

5　６種類の水よう液Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆについて以下のような実験を行いました。これについて、あとの問いに

答えなさい。

〔実験１〕 それぞれの水よう液にＢＴＢ液を入れた。このとき、水よう液の色が黄色に変化したのはＡ、Ｂで、青色に

変化したのはＤ、Ｅ、Ｆで、緑色に変化したのはＣであった。

〔実験２〕ＡとＥは鼻をさすような強いにおいがした。

〔実験３〕石灰石をそれぞれの水よう液に入れたところ、気体が発生して、石灰石がとけたのはＡであった。

〔実験４〕Ｆにアルミニウムを入れたところ、気体が発生した。

〔実験５〕Ｂを熱して発生した気体をＤにふきこむと、白くにごった。

⑴　Ａ～Ｆにはそれぞれどの水よう液があてはまりますか。下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア.　石灰水　　イ.　酢
す

　　ウ.　アンモニア水　　エ.　食塩水

オ.　水酸化ナトリウム水よう液　　カ.　炭酸水

⑵　Ｂの水よう液を熱したときに発生する気体は何ですか。

⑶　Ｅの水よう液を熱したときに発生する気体の性質を下のア～エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア.　水によくとける

イ.　水にあまりとけない

ウ.　空気よりも軽い

エ.　空気よりも重い

⑷　ムラサキキャベツのしぼり汁を入れたときに赤色に変化する水よう液を、Ａ～Ｆから選び、記号で答えなさい。
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6　下図は、けんび鏡を示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　図のＡ、Ｂの部分をそれぞれ何といいますか。

⑵　けんび鏡で観察するものをのせたスライドガラスを何といいますか。

⑶　最初、観察するとき倍率はどのようにすればよいですか。下のア～ウから選び、記号で答えなさい。

ア．もっとも低い倍率　　イ．もっとも高い倍率　　ウ．どんな倍率でも良い

⑷　接眼レンズに「×15」、対物レンズに「×10」と書かれたレンズを組み合わせたとき、倍率は何倍になりますか。

A

B
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7　ある日の午後８時ごろ、南の空を観察すると下図のような星座が見えました。これについて、あとの問いに答えな

さい。

⑴　図の星座の名前を書きなさい。

⑵　図のAは、この星座の中でもっとも明るい星です。この星を何といいますか。

⑶　図の星座を観察したのはいつごろですか。下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．４月15日ごろ

イ．７月15日ごろ

ウ．10月15日ごろ

エ．１月15日ごろ

⑷　図の星座は、１カ月後の午後10時ごろ、どこに見えますか。下図のア～キから選び、記号で答えなさい。ただし、

この日の午後８時の位置をエとする。

A

ア
30°

30°
30°30°

30°

30°
キ

カ

オ

エ

ウ

イ

A

A

A

A

A

A

A
南
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8　同じ種類のかん電池と豆電球を下図のようにつなぎ、電流を流しました。これについて、あとの問いに答えなさい。
ただし、 は豆電球を表している。

⑴　上図のような電流の道すじを何といいますか。

⑵　つなぎ方と電池の数の違いで、豆電球の明るさは変化します。豆電球１個が①より明るくなるつなぎ方を②～⑧か

ら選び、記号で答えなさい。

⑶　豆電球がついたもののうち、豆電球１個の明るさがもっとも暗いものを①～⑧から選び、記号で答えなさい。

⑷　豆電球が２個以上つながれているもののうち、１個の豆電球のフィラメントが切れても、他の豆電球は光り続ける

ものをすべて選び、記号で答えなさい。

⑸　⑤と⑧を、それぞれ同じ大きさの箱の中に入れて、箱の中の明るさを調べました。⑧の明るさは⑤の明るさの何倍

と考えられますか。また、かん電池の電気がはやくなくなるのは⑤と⑧のどちらですか。記号で答えなさい。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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9～�はⅡ進受験者が解きなさい。

9　下図は食塩とホウ酸について、それぞれ100gの水にとかすことのできる最
さい

大
だい

量と水の温度との関係を示しています。

これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　60℃のとき、水100gにとけるホウ酸の量は何ｇになりますか。もっとも近い値を、下のア～エから選び、記号で

答えなさい。

ア.　５g　　イ.　10g　　ウ.　15g　　エ.　20g

⑵　上図より、食塩のとける量はどの温度でもほとんど変わらないことが読み取れます。温度を変化させること以外で

とける量を増やすためにはどのようにすればよいですか。簡
かん

単
たん

に書きなさい。

⑶　50℃の水100gに食塩30gをとかしました。さらにもう20gの食塩を加えると、何gの食塩がとけ残りますか。もっと

も近い値を、下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア.　８g　　イ.　12g　　ウ.　17g　　エ.　20g

⑷　80℃の水300gにホウ酸60gをとかし、温度を20℃まで下げたところ、とけていたホウ酸が出てきました。出てきた

ホウ酸は何gですか。もっとも近い値を、下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア.　25g　　イ.　35g　　ウ.　45g　　エ.　55g

⑸　20℃の水に180gの食塩を全部とかすには、少なくとも何gの水が必要ですか。もっとも近い値を、下のア～エから

選び、記号で答えなさい。

ア.　200g　　イ.　300g　　ウ.　400g　　エ.　500g

100g
の
水
に
と
か
す
こ
と
の

　
　
　
　
　
　で
き
る
最
大
量

さ
い
だ
い

（g）

50

40

30

20

10

0
0 20 40 60 80

水の温度（℃）

食塩

ホウ酸
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�　下図は、ヒトの肺の中にある小さなふくろを示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　図の小さなふくろを何といいますか。

⑵　魚で、肺と同じはたらきをする部分を何といいますか。

⑶　肺のはたらきや呼吸について、正しい文を下のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．肺に入った酸素はすべて血液中に取りこまれる。

イ．はく息にもっとも多くふくまれる成分は二酸化炭素である。

ウ．吸う息にもっとも多くふくまれる成分はちっ素である。

エ．陸上にすむ動物はすべて肺で呼吸をする。

オ．水中にすむ生物にも、肺で呼吸する動物がいる。

⑷　図のような小さなふくろは、肺の中にたくさんありますが、そのことは呼吸するときに、どのような点でつごうが

良いですか。簡単に書きなさい。

血管

細い血管

気かんし



（22） （23）

─12─

�　下図は、地球と月の位置関係を示しています。これについて、あとの問いに答えなさい。

⑴　ある日、太陽が沈んだ後に下図のような月が見えました。このとき月は上図のどこにありますか。１～８の中から

選び、記号で答えなさい。

⑵　⑴の月から満月になるまで何日かかりますか。もっとも近いものを、下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．約10日

イ．約15日

ウ．約25日

エ．約30日

⑶　別の日に南の空を見ると、右半分が光る月が見えました。このときの時刻は何時ごろですか。もっとも近いものを、

下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．午前６時ごろ

イ．正午ごろ

ウ．午後６時ごろ

エ．午前０時ごろ

⑷　図の２の月は、どのように見えますか。図を書きなさい。ただし、太陽の光があたっていない部分は黒くぬること。

1

2

4

3

8

6

7

5

地球

太

　陽

　光

　線
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�　エナメル線、電池、方位磁針を使って、電流のはたらきを調べる実験を行ないました。これについて、あとの問い
に答えなさい。

⑴　図１のように２本のエナメル線を方位磁針の上に置き、それぞれ矢印の向きに同じ大きさの電流を流しました。こ

のとき、方位磁針の針はどのように動きますか。下のア～オから選び、記号で答えなさい。

⑵　図２のように、エナメル線を鉄のくぎに巻いて電流を流すと、クリップを引きつけることができます。これを何と

いいますか。

⑶　⑵のときよりも、たくさんのクリップを引きつけるためにはどうしたらよいですか。考えられる方法を２つ書きな

さい。

図１

ア イ ウ エ オ

クリップ

鉄のくぎ

エナメル線

図２
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⑷　図３のようにして、スイッチを入れると、方位磁針の針はどのように動きますか。下のア～カから選び、記号で答

えなさい。

図３

ア イ

ウ エ

オ カ

電池 スイッチ

方位磁石
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　号

1-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

2 ⑴ 記号 理由

⑵ 　　　　　　　　→　　　　　　　　→

⑶ 記号 理由

⑷

3 ⑴ ①：　　　　　②： ⑵ ⑶

⑷

4 ⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

5 ⑴ Ａ：　　　　　 Ｂ：　　　　　 Ｃ：　　　　　 Ｄ：　　　　　 Ｅ：　　　　　 Ｆ：

⑵ ⑶ ⑷

6 ⑴ Ａ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：

⑵ ⑶ ⑷ 倍

7 ⑴ 座 ⑵ ⑶

⑷

8 ⑴ ⑵ ⑶

⑷
⑸

⑧の明るさは⑤の明るさの（　　　　　　　　　　）倍

かん電池がはやくなくなるのは（　　　　　　　　）

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

コ
ー
ス
計

共
通
計
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　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻

2 ⑴ 記号 理由

⑵ 　　　　　　　　→　　　　　　　　→

⑶ 記号 理由

⑷

3 ⑴ ①：　　　　　②： ⑵ ⑶

⑷

4 ⑴ ⑵ ⑶

⑷ ⑸

9 ⑴ ⑵

⑶ ⑷ ⑸

10 ⑴ ⑵ ⑶

⑷

11 ⑴ ⑵ ⑶

⑷

12 ⑴ ⑵

⑶

⑷

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

小

　計

コ
ー
ス
計

共
通
計
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中 学 校 学 力 検 査 問 題

　 　
国 　 語 　 　 │ 五 十 分 │

 （ 答 え は す べ て 解 答 用 紙 に 書 く こ と ）

一 〜 四 は Ⅰ 進 ・ Ⅱ 進 と も 全 員 解 き な さ い 。

次 の 　 　 　 部 に つ い て 、 ① 〜 ⑤ の 漢 字 に は 読 み を 書 き 、 ⑥ 〜 ⑩ の カ タ カ ナ は 漢 字 に 直 し な さ い 。

① 　 意 図 を 説 明 す る 。

② 　 け が の 功 名 。

③ 　 産 業 を 興 す 。

④ 　 動 き 方 の こ つ を 会 得 す る 。

⑤ 　 選 挙 の 遊 説 。

⑥ 　 身 に あ ま る コ ウ エ イ だ 。

⑦ 　 お 金 は カ ク ジ で は ら う 。

⑧ 　 テ ン ネ ン の 魚 だ 。

⑨ 　 イ ッ ツ イ の お 茶 わ ん を お く る 。

⑩ 　 ソ ク タ ツ で 手 紙 を 出 す 。

次 の □ に 漢 字 を 入 れ て 二 字 の 熟 語 を 完 成 さ せ な さ い 。 な お 、 矢 印 は 読 む と き の 方 向 を 示 し ま す 。

　 　 　 　 　 援 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 位 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 為 　 　 　

　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　

① 　 音 ↓ 　 □ 　 ↓ 楽 　 　 　 　 ② 　 景 ↓ 　 □ 　 ↓ 格 　 　 　 　 ③ 　 逆 ↓ 　 □ 　 ↓ 動

　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　

　 　 　 　 　 名 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 食 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実 　 　 　

　 　 　 　 　 学 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 由 　 　 　

　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　

④ 　 交 ↓ 　 □ 　 ↓ 過 　 　 　 　 ⑤ 　 管 ↓ 　 □ 　 ↓ 解

　 　 　 　 　 → 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 　 　 　

　 　 　 　 　 開 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 無 　 　 　

１

一
二
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次 の こ と わ ざ ・ 慣 用 句 に つ い て 、 そ の 意 味 が 内 容 的 に 最 も 近 い も の を 後 の 文 の 中 か ら そ れ ぞ れ

選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

① 　 餅
も ち

は 餅 屋

② 　 石 橋 を た た い て 渡 る

③ 　 二 階 か ら 目 薬

④ 　 渡 り に 舟

⑤ 　 さ じ を 投 げ る

⑥ 　 目
め

星
ぼ し

を つ け る

⑦ 　 板 に つ く

⑧ 　 し び れ を 切 ら す

⑨ 　 太
た い

鼓
こ

判
ば ん

を 押 す

⑩ 　 し の ぎ を け ず る

ア 　 デ ビ ュ ー か ら 三 年 が た ち 、 彼 も 役 者 ら し く な っ て き た ね 。

イ 　 実 力 の あ る 両 チ ー ム が 最 後 ま で 優 勝 を 争 っ た 。

ウ 　 や は り 専 門 家 に ま か せ て お く の が い ち ば ん だ 。

エ 　 か な り の 時 間 待 っ て い る が 、 ま だ 順 番 が 回 っ て こ な い 。

オ 　 そ の 方 法 は 回 り く ど く て 、 効 果 的 で は な い よ 。

カ 　 買 い た い も の は あ ら か じ め い く つ か 見 つ け て あ る ん だ 。

キ 　 彼 は 軽 は ず み な ぼ く と は 正 反 対 の 性 格 だ 。

ク 　 ど う し よ う か と 思 っ て い た が 、 こ れ は つ ご う が よ い な あ 。

ケ 　 君 な ら ま ち が い な く 合 格 す る よ 。

コ 　 い く ら が ん ば っ て も 、 ま っ た く 改 ま ら な い の で あ き ら め よ う 。

三
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

　 二 十 一 世 紀 に 生 き る み な さ ん は 、 （ 　 １ 　 ） 頭 の 中 身 が な ん で あ る か を 知 ら な い は ず は あ り

ま せ ん よ ね 。 （ 　 ２ 　 ） 、 わ た し は 子 ど も の と き に 、 強
ご う

情
じ ょ う
を は っ て い る と 「 （ 　 Ａ 　 ） 頭 」 、 ド

ジ を す る と 「 頭 が 風 船 の よ う に 軽 い 」 な ど と 言 わ れ 、 頭 は ど ん な は た ら き を し て い る の か と

（ 　 Ｂ 　 ） に 思 っ た も の で し た 。

　 脳 み そ と も い い ま す が 、 （ 　 ３ 　 ） お い し く は な さ （ 　 Ｃ 　 ） で す ね 。 カ ニ の 甲
こ う

羅
ら

の 中 の や

わ ら か い 部 分 を 「 カ ニ み そ 」 と い う よ う に 、 脳 み そ は や わ ら か い ふ に ゃ ふ に ゃ し た も の と い う

意 味 な の で し ょ う 。 ひ ょ っ と し た ら 、 昔 の 人 は 狩
し ゅ

猟
り ょ う

で と ら え た 動 物 の 脳 を 食 べ て い て 、 そ う

言 っ た の か も し れ ま せ ん 。 と も か く や わ ら か い も の （ 　 Ｄ 　 ） の で す が 、 な ん で そ ん な も の が

つ ま っ て い る ん （ 　 Ｅ 　 ） と 考 え て も ふ し ぎ で し た 。 か ら だ を 動 か す 筋 肉 や さ さ え る 骨 、 食 物

を 消 化 す る 胃 腸 、 血 液 を 送 り だ す 心 臓 、 呼 吸 す る 肺 な ど 、 役 割 が す ぐ に わ か る 部 品 と ち が っ て 、

イ メ ー ジ が つ か め ま せ ん （ 　 Ｆ 　 ） 。

　 （ 　 ４ 　 ） 、 小 学 校 を 出 る こ ろ に は 、 脳 は 考 え る と こ ろ で あ り 、 （ 　 Ｇ 　 ） も こ こ に あ る 、 そ

し て （ 　 Ｈ 　 ） よ り は （ 　 Ｉ 　 ） ほ う が よ く 、 （ 　 Ｊ 　 ） よ り は （ 　 Ｋ 　 ） ほ う が い い ら し い

く ら い の こ と は 理 解 で き ま し た 。 し か し 、 脳 み そ が か ら だ を 動 か し て い る 、 脳 み そ が 見 た り 聞

い た り 感 じ た り し て い る と い わ れ て も 、 目 や 耳 の よ う な 形 の は っ き り し た も の が あ る の で は な

く 、 豆
と う

腐
ふ

の よ う な も の に そ ん な こ と が で き る の か と ピ ン と こ ず 、 （ 　 ５ 　 ） ミ ス テ リ ー の ま ま

で し た 。

　 で も そ の 後 、 い ろ い ろ と こ の 方 面 の こ と を 勉 強 し 、 あ あ 、 こ う い う ぐ あ い に 感 じ 、 心 を と き

め か せ 、 か ら だ を 動 か し て い る の だ と 感 心 し ま し た 。

 （ 小 長 谷 正 明 　 『 脳 の は た ら き が わ か る 本 』 　 岩 波 書 店 ）

問 一 　 （ １ ） 〜 （ ５ ） に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 し か し 　 　 イ 　 な ん だ か 　 　 ウ 　 も ち ろ ん 　 　 エ 　 や は り 　 　 オ 　 ま さ か

問 二 　 （ Ａ ） に 入 る 漢 字 を 一 字 で 答 え な さ い 。

問 三 　 （ Ｂ ） に 入 る 適 当 な 語 を 本 文 中 か ら ひ ら が な 三 字 で ぬ き 出 し な さ い 。

問 四 　 （ Ｃ ） 〜 （ Ｆ ） に 入 る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 で し た 　 　 イ 　 の に 　 　 ウ 　 そ う 　 　 エ 　 ま し ょ う 　 　 オ 　 な の だ 　 　 カ 　 ら し い

キ 　 だ ろ う

四
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問 五 　 （ Ｇ ） に 入 る 適 当 な 語 を 本 文 中 か ら 漢 字 一 字 で ぬ き 出 し な さ い 。

問 六 　 （ Ｈ ） 〜 （ Ｋ ） に 入 る 語 の 組 合 せ と し て 最 も 適 当 な も の を 次 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 （ Ｈ ） や わ ら か い 　 （ Ｉ ） か た い 　 　 　 （ Ｊ ） 軽 い 　 （ Ｋ ） 重 い

イ 　 （ Ｈ ） や わ ら か い 　 （ Ｉ ） か た い 　 　 　 （ Ｊ ） 重 い 　 （ Ｋ ） 軽 い

ウ 　 （ Ｈ ） か た い 　 　 　 （ Ｉ ） や わ ら か い 　 （ Ｊ ） 重 い 　 （ Ｋ ） 軽 い

エ 　 （ Ｈ ） か た い 　 　 　 （ Ｉ ） や わ ら か い 　 （ Ｊ ） 軽 い 　 （ Ｋ ） 重 い

問 七 　 本 文 中 か ら は 次 の 一 文 が ぬ け て い ま す 。 こ の 一 文 が 入 る 場 所 の 直 前 の 五 字 を 答 え な さ い 。

　 　 ほ ん と う に う ま く で き て い る な あ と 、 ビ ッ ク リ す る ほ ど で す 。
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Ⅰ 進 受 験 者 は 五 を 解 き な さ い 。 Ⅱ 進 受 験 者 は 六 を 解 き な さ い 。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

Ａ

　 今 ま で 、 写 真 は 心 で 撮
と

る と い う こ と を 述 べ て き ま し た 。 撮

a

っ た 人 の 心 が 伝 わ っ て く る よ う な

写 真 は 、 「 人 を 動 か す 」 と 言 っ て 良 い の で は な い で し ょ う か 。

　 こ れ を も う す こ し 具 体 的 に 言 う と 、 写 真 に 撮 る 人 の 「 目 標 」 が は っ き り 表 現 さ れ て い る こ と 、

そ の 目 標 と は 、 撮 る 人 の 心 に 受 け た 感 動 や 怒 り な ど の イ メ ー ジ だ と い う こ と だ と 思 い ま す 。 雄

大 な 風 景 、 美 し い 花 、 お い し そ う な 料 理 、 よ ろ こ ぶ 友 人 の 顔 、 そ う い う も の に 思 わ ず カ メ ラ を

向 け る の は 撮 影 の 基 本 で 、 プ ロ で も ア マ で も 無 意 識 的 に し て い る こ と で す 。 し か し 、 そ れ を ど

う 意 識 す る か 、 と い う と こ ろ に か ぎ が あ り ま す 。 意 識 を ど う も つ か で 、 写 真 が 良 く も 悪 く も な

り ま す 。 こ

b

れ を み が い て い く た め の 二

c

つ の 道 を あ げ て み ま し ょ う 。

　 こ の 二 つ に 共 通 す る の は  「

d

第 三 者 の 眼 」 を 意 識 す る と い う こ と で す 。 自 分 だ け の 記 念 、 楽

し み で 撮 る の と 、 写 真 を 第 三 者 に 見 せ る た め に 撮 る と い う の で は 、 撮 り 方 が ち が っ て き ま す 。

状 況 が 、 そ の 場 に い な い 不 特 定 な 第 三 者 に も は っ き り 理 解 で き る よ う な 写 真 は 、 ま さ に （ 　 Ｂ 　 ）

写 真 で す 。 自 分 だ け で 楽 し む 写 真 か ら 、 だ れ か に 見 せ た い と 意 識 し て 撮 る 写 真 へ 進 む こ と と で 、

そ こ に ひ と つ の 進 歩 が あ り ま す 。

　 写 真 展 を 開 き 自 分 の 写 真 を 見 て も ら う 、 と 思 う こ と 自 体 、 何 か を う っ た え た い と い う 自 分 の

意 識 に 大 き な 飛
ひ

躍
や く

が あ り ま す 。 逆 に 言 え ば 、 そ う い う 強 い 意 識 が な け れ ば 、 写 真 展 を 開 く こ と

は で き な い で し ょ う 。 出 費 も た い へ ん で す 。 会 場 を 借 り 、 案 内 状 を 出 し 、 作 品 を 大 き く 引 き 伸

ば し た り な ど 、 相 当 の 覚 悟 が い り ま す 。 一 流 の プ ロ カ メ ラ マ ン も 、 カ メ ラ メ ー カ ー や フ ィ ル ム

メ ー カ ー の 協
き ょ う

賛
さ ん

と い う こ と で 、 や っ と で き る ほ ど で す 。 有 名 な サ ロ ン （ 会 場 ） で 写 真 展 を 開

く た め に は 、 ま ず 会 場 側 を 説 得 で き る 力 を も っ た 作 品 が あ る こ と が 条 件 に な り ま す 。

　 ア マ チ ュ ア に す す め ら れ る の は 、 近 所 の 、 あ る い は 顔 見 知 り 、 知 人 な ど の 喫
き っ

茶
さ

店 、 洋 品 店 と

い っ た と こ ろ で ス ペ ー ス を 利 用 さ せ て も ら う こ と で す 。 銀 行 な ど で も お 客 へ の サ ー ビ ス の 一
い っ

環
か ん

と し て 、 ロ ビ ー を そ の た め に 開 放 し て い る と こ ろ も あ り ま す 。

　 そ う い う 店 で も 、 （ 　 Ｃ 　 ） と い う こ と が 大 切 で す 。 そ し て 、 店 の 雰 囲 気 と い う こ と も 考 え

ね ば な り ま せ ん 。 テ ー マ が そ

e

れ と 合 わ な け れ ば 、 店 も 困 る か も し れ ま せ ん 。 そ こ で 好 評 だ っ た

ら 、 ま た 次 も と い う こ と に な り ま す 。 私

f

は 、 ま だ 有 名 に な る 前 の あ る プ ロ カ メ ラ マ ン が 、 ラ ー

メ ン 屋 の 壁 に

※

六 ツ 切 ぐ ら い の 写 真 を 張 っ た 写 真 展 を 見 た こ と が あ り ま す 。

五
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　 写 真 は 大 き く 引 き 伸 ば せ ば 迫 力 も 出 ま す が 、 費 用 や 保 管 の 点 で 、 せ い ぜ い 二 〇 点 く ら い の

※

四

ツ 切 り と い っ た 規 模 を 考 え る と 良 い で し ょ う 。 そ の 中 で 自 分 の 「 目 標 」 を 表 現 す る の で す 。

　 自 分 の 作 品 を 雑 誌 に 掲
け い

載
さ い

し て も ら う と い う こ と も 、 第 三 者 の 眼 を 意 識 す る こ と に な り ま す 。

こ の 場 合 、 毎 月 発 行 さ れ て い る カ メ ラ 雑 誌 の 「 コ ン テ ス ト 」 に 応
お う

募
ぼ

す る と い う 道 が あ り ま す 。

　 コ ン テ ス ト は 、 先
せ ん

方
ぽ う

が 作 品 を 求 め て い る の で す か ら 、 写 真 を 送 れ ば 必 ず 審
し ん

査
さ

委 員 に 見 て も ら

え ま す 。 こ の よ う に 道 は 開 け て い ま す が 、 採 用 、 入 選 は む つ か し い の で す 。 同 じ よ う な 意 志 を

も っ た 多 く の 人 た ち が た く さ ん の 作 品 を 送 っ て き ま す か ら 、 そ の 中 で ま ず 、 自

g

分 の 作 品 が 審 査

委 員 の 目 に と ま ら な け れ ば な り ま せ ん 。

　 私 も 長 く 審 査 委 員 を つ と め た 経 験 が あ り ま す が 、 多 く の 写 真 の な か で 、 瞬 間 的 に 審 査 委 員 の

目 に と ま る 「 何 か 」 を も っ た 作 品 が 、 第 一 次 選 考 で 選 ば れ る わ け で す 。 そ の 「 何 か 」 と は な ん

で し ょ う か 。

　 一 つ は 、 写 真 を 撮 る 人 の 「 天 性 」 で す 。 ひ ら め き と か 、 生 れ つ き 備
そ な

わ っ た 写 真 に 対 す る 感 性

と か が 光 っ て い る 作 品 が あ り ま す 。 天 性 の あ る な し は 、 た い そ う 不 公 平 な こ と だ と 思 い ま す が 、

こ れ ば か り は し か た な い こ と か も し れ ま せ ん 。

　 し か し 、 天 性 的 な も の が な け れ ば 良 い 写 真 が 撮 れ な い と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 天 性 に し

て も 、 意 識 的 な つ み か さ ね に よ っ て 、 自 分 で も 気 づ か な か っ た 感 性 が と ぎ す ま さ れ て 表 れ て く

る と い っ た 例 は 、 い く ら で も あ り ま す 。 天 性 的 な も の は 有 利 で は あ っ て も 、 も ち ろ ん そ れ が す

べ て で は あ り ま せ ん 。

　 そ れ に も う 一 つ 重 要 な こ と が あ り ま す 。 そ れ は 「 考 え │ 研 究 」 か ら 生 れ る も の で す 。 ど ん な

作 品 が 入 選 し て い る の か 、 す ぐ れ た 作 品 と 評 価 さ れ た も の は ど こ が ち が う の か 、 と い っ た 目 で

写 真 を 見 、 選 評 を 読 み 、 自 分 の 作 品 を ふ り か え る と い う よ う な こ と で 、 次 の 撮 影 は ち が っ て く

る は ず で す 。

 （ 石 川 文 洋 『 写 真 は 心 で 撮 ろ う 』 　 岩 波 書 店 ）

※ 　 六 ツ 切 ・ 四 ツ 切 … 写 真 の サ イ ズ （ 約 二 〇 セ ン チ × 二 五 セ ン チ ・ 二 五 セ ン チ × 三 〇 セ ン チ ）
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問 一 　 Ａ に 入 る よ う に 、 次 の ａ ・ ｂ ・ ｃ の 文 を 正 し く 並 べ か え な さ い 。

ａ 　 厳 密 に 言 う と 「 良 い 」 写 真 と 「 上 手 な 」 写 真 と は 同 じ で は あ り ま せ ん 。

ｂ 　 た と え ば 、 技 術 的 に は ど う も 上 手 と は 言 え な い よ う な 写 真 で も 、 人 の 心 を 強 く ゆ さ ぶ る よ

う な 作 品 が あ り ま す 。

ｃ 　 良 い 写 真 、 上 手 な 写 真 と 、 そ う で な い 写 真 と が あ り ま す 。

問 二 　 　 　 　 部 ① 「 撮 っ た 人 の 心 が 伝 わ っ て く る よ う な 写 真 」 と は ど の よ う な 写 真 の こ と で す か 。

（ Ａ ） ・ （ Ｂ ） に 入 る 語 句 を 指 定 の 字 数 で 本 文 か ら ぬ き 出 し 、 説 明 を 完 成 さ せ な さ い 。

撮 る 人 の （ Ａ 　 十 七 字 ） が （ Ｂ 　 十 一 字 ） 写 真 。

問 三 　 　 　 　 部 ② 「 こ れ 」 、 　 　 　 部 ⑤ 「 そ れ 」 が 指 す 語 句 を そ れ ぞ れ 答 え な さ い 。

問 四 　 　 　 　 部 ③ 「 二 つ の 道 」 と は ど う す る こ と で す か 。 「 〜 こ と 」 に 続 く よ う に 十 七 字 と 十 六 字

で そ れ ぞ れ ぬ き 出 し 、 初 め と 終 わ り の 五 字 を 答 え な さ い 。

問 五 　 　 　 　 部 ④ 「 『 第 三 者 の 眼 』 を 意 識 す る 」 に つ い て

⑴ 　 「 『 第 三 者 の 眼 』 を 意 識 す る 」 と は ど う す る こ と で す か 。 次 の 空 欄 に 合 う よ う に 十 三 字 で ぬ

き 出 し な さ い 。

　 写 真 を （ 　 　 　 ） 撮 る こ と 。

⑵ 　 次 の 中 で 「 『 第 三 者 の 眼 』 を 意 識 」 し て い る も の に は ア 、 そ う で は な い も の に は イ を そ れ

ぞ れ 答 え な さ い 。

　 １ 　 修 学 旅 行 の 思 い 出 に 仲 間 と 撮 っ た 写 真

　 ２ 　 雑 誌 で 紹 介 す る た め に 撮 っ た お 店 の 写 真

　 ３ 　 宣 伝 ポ ス タ ー に 使 う た め に 撮 っ た 商 品 の 写 真

　 ４ 　 新 年 を 祝 い お 正 月 に 撮 っ た 家 族 の 写 真

問 六 　 （ 　 Ｂ 　 ） に 入 る 最 も 適 当 な 語 を 次 の 中 か ら 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 記 念 　 　 イ 　 証 明 　 　 ウ 　 情 景 　 　 エ 　 報 道 　 　 オ 　 個 人
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問 七 　 （ 　 Ｃ 　 ） に 入 る 最 も 適 当 な 語 は 、 ア  良 い 写 真 　 イ  上 手 な 写 真 　 の ど ち ら で す か 。 記 号 で

答 え な さ い 。

問 八 　 　 　 　 部 ⑥ 「 私 は 、 ま だ 有 名 に な る 前 の あ る プ ロ カ メ ラ マ ン が 、 ラ ー メ ン 屋 の 壁 に 六 ツ 切 ぐ

ら い の 写 真 を 張 っ た 写 真 展 を 見 た こ と が あ り ま す 。 」 と あ り ま す が 、 筆 者 は こ の 写 真 展 が ど う

い う も の で あ っ た と 考 え て い ま す か 。 次 の 空 欄 に 合 う よ う に 十 七 字 で ぬ き 出 し 、 初 め と 終 わ り

の 五 字 を 答 え な さ い 。

（ 　 　 　 ） が 強 く 表 れ た 写 真 展 。

問 九 　 　 　 　 部 ⑦ 「 自 分 の 作 品 が 審 査 委 員 の 目 に と ま ら な け れ ば な り ま せ ん 」 と あ り ま す が 、 目 に

と ま る た め に は ど う い う こ と が 必 要 だ と 述 べ て い ま す か 。 次 の 空 欄 に 合 う よ う に 、 文 中 の 語 句

を 用 い て そ れ ぞ れ 二 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。

Ａ 　 写 真 を 撮 る 人 の （ 　 　 　 　 　 ） こ と 。

Ｂ 　 入 選 作 品 を （ 　 　 　 　 　 ） こ と 。

問 十 　 次 の 中 で 、 本 文 の 内 容 に 合 う も の に は ○ 、 合 わ な い も の に は × を そ れ ぞ れ 答 え な さ い 。

１ 　 「 良 い 写 真 」 と は 技 術 的 に す ぐ れ た 写 真 の こ と で あ る 。

２ 　 無 意 識 的 に し て い る こ と を 意 識 を 持 っ て す る こ と で 写 真 は 変 わ る 。

３ 　 写 真 展 を 開 く に は 自 分 が 満 足 で き る 作 品 が 必 要 だ 。

４ 　 審 査 委 員 の 目 に と ま る 写 真 に は 「 何 か 」 が 表 れ て い る 。

５ 　 も と も と の 才 能 が あ る か な い か は 不 公 平 な こ と だ 。

６ 　 意 識 の 積 み 重 ね で う も れ て い た 感 性 が 刺 激 さ れ る こ と が あ る 。
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Ⅱ 進 受 験 者 は 六 を 解 き な さ い 。

次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

　 あ る 販 売 会 社 の 壁 に 、 こ ん な

※

標 語 が 貼 っ て あ る の を 見 か け た 。 「

a

セ ー ル ス は 断 わ ら れ た と き

に 始 ま る 」 。 そ れ を 見 て 私 は 、 あ っ ぱ れ な 精 神 ！ と 大 い に 感 心 し た の だ が 、 同 時 に 、
②

な ん と 日

本 的 な ス ロ ー ガ ン だ ろ う か 、 と 思 っ た 。 な ぜ な ら 、 こ の 標 語 は 「 日 本 人 に と っ て 断 わ る と い う

こ と は 、 け っ し て き っ ぱ り

4 4 4 4

と 断 わ る こ と で は な い 」 と い っ て い る よ う に 思 え た か ら で あ る 。 も

し 断 わ る こ と が 、 き っ ぱ り

4 4 4 4

断 わ る の と 同 義 で あ る な ら 、 こ ん な 標 語 は 成 り 立 つ わ け が な い 。 い

く ら 説 得 し て も 、 客 は 最 後 ま で 「 ノ ー 」 と い う で あ ろ う か ら だ 。 と こ ろ が 、 こ う し た ス ロ ー ガ

ン が 立 派 に 通 用 し 、 社 員 を

※

鼓
こ

舞
ぶ

し て い る と こ ろ を 見 る と 、 日 本 人 の 否 定 は 完 全 な 否 定 で は な く 、

あ く ま で 一 応
4 4

の 否 定
4 4

で あ っ て 、 そ の 否 定 は い つ か 肯 定 に 転 じ る 可 能 性 を 持 っ て い る こ と が 、 わ

か る 。 別 言 す れ ば 、 日 本 人 に と っ て き っ ぱ り

4 4 4 4

断 わ る こ と 、 最 後 ま で 「 ノ ー 」 と い い つ づ け る こ

と 、 そ れ が い か に 困 難 で あ る か 、 こ の 標 語 が 見 事 に い い 当 て て い る の で あ る 。

　 こ の よ う に 、 日 本 人 は 完 全 な 否 定 を 言 明 す る こ と を た め ら い 、 つ ね に い く ば く か の 肯 定 の 余

地 を 残 す の を 美 徳 と 考 え る か ら 、 外 国 人 と の あ い だ で 、 し ば し ば ト ラ ブ ル が 起 き る 。 た い て い

の 民 族 は 、 否 定 は 否 定 、 肯 定 は 肯 定 と 、 そ れ こ そ イ エ ス 、 ノ ー を は っ き り と 区 別 し て い る 。 否

定 だ か 肯 定 だ か わ か ら な い と 、 い ら い ら し 、 勝 手 に ど ち ら か に き め て 行 動 す る 。 す る と 、 日 本

人 は び っ く り し て 、 じ つ は そ う で は な い ん で す 、 な ど と 訂 正 す る 破
は

目
め

に な る 。 外 国 人 の あ い だ

で 通 念 の よ う に な っ て い る 日 本 人 は 不 可 解 だ と い う イ メ ー ジ は 、 こ う し た 日 本 人 の 否

c

定 の あ い

ま い さ に 大 半 を 負 う て い る 。

　 そ

d

の い い 例 が 「 結
け っ

構
こ う

で す 」 と い う 慣 用 語 で あ ろ う 。 こ の 場 合 の 「 結 構 」 と い う の は 、 「 申 し

分 の な い 」 、 「 た い へ ん よ い 」 と い う 意 味 で あ る が 、 同 時 に 、 拒 絶 の 意 志 を 表 明 す る 際 に も 用 い

ら れ る 。 こ の 場 合 は 、 「 自 分 は こ の ま ま で 充 分 満 足 し て い る の で 、 こ れ 以 上 は 望 み ま せ ん 」 と

い う こ と で あ り 、 「 結 構 」 本 来 の 意 味 と 、 け っ し て 矛
む

盾
じ ゅ ん

し た 表 現 で は な い の だ が 、 「 い か が で

す か ？ 」 と 、 何 か を す す め ら れ 、 「 結 構 で す 」 （ ヴ ェ リ ー ・ グ ッ ド ） と 答 え れ ば 、 外

e

国 人 は そ れ

を 、 は っ き り と し た 肯 定 と 受 け と る に ち が い な い 。

　 で は 、 な ぜ 日 本 人 は 、 そ の よ う な あ い ま い な 否 定 の 表 現 を 使 う の か 。 き っ ぱ り と 断 る の を 、

よ し と し な い か ら だ 。 肯 定 と か 否 定 と い う の は 、 あ く ま で 主 体 の 意 志 や 判 断 に つ い て 言 明 さ れ

る こ と な の で あ る が 、 日 本 人 は 、 そ の 際 に も 相

f

手 と の か か わ り あ い で 使 い 分 け る の で あ る 。 「 結

構 」 と は 「 充 分 に 満 足 す べ き 状 態 」 を 意 味 し 、 し た が っ て 、 そ れ が 相 手 の こ と が ら に つ い て 用

い ら れ る と き に は 「 す ば ら し い 」 の 意 に な り 、 自 分 に つ い て 使 う と き に は 「 充 分 満 足 し て い る

の だ か ら 、 こ れ 以 上 は 望 ま な い 」 と い う

※

婉
え ん

曲
き ょ く

な 拒 絶 の 意 と な る 。

六
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　 だ か ら 、 「 結 構 で す 」 と い え ば 「 ノ ー 」 で あ り 、 「 結 構 で す ね 」 と い う と 「 イ エ ス 」 と な る 。 「 結

構 で す ね 」 と 、 「 ね 」 を 加 え る と 、 そ れ は 相 手 に つ い て の 言 明 に な る か ら で あ る 。 つ ま り 、 そ

れ は 、 「 あ な た の 申 し 出 は 結 構 な こ と で す ね 」 と い う こ と で あ り 、 し た が っ て 、 「 遠
え ん

慮
り ょ

な く 頂
ち ょ う

戴
だ い

い た し ま し ょ う 」 と い う こ と に な る の だ 。

　 長 く 日 本 に 住 ん で い る ベ ル ギ ー 人 の 神 父 で 言 語 学 者 で も あ る グ ロ ー タ ー ス 氏 が 、 笑

g

い な が ら

私 に 教 え て く れ た こ と が あ る 。 中 国 人 と 日 本 人 は 話 し て い る と こ ろ を 見 れ ば 、 す ぐ に 区 別 が つ

く 、 と い う の で あ る 。

「 ど ん な 点 で 区 別 で き る の で す か 」 と き く と 、 グ ロ ー タ ー ス 氏 は こ う い っ た 。

「 会 話 の あ い だ じ ゅ う 、 う

h

な ず い て い る の が 日 本 人 、 け っ し て 首 を 動 か さ な い の が 中 国 人 で す

よ 。 そ れ で す ぐ わ か る ん で す 。 」

　 い わ れ て み れ ば 、 た し か に そ う で あ る 。 日 本 人 は 相 手 が 何 か を 言 明 し な い う ち か ら 、 も う う

な ず い て い る 。 し か し 、 そ れ は か な ら ず し も 相 手 の 意 見 に 賛 同 し て い る わ け で は な い 。 「 私 は

あ な た の い う こ と を ご ら ん の よ う に

※

傾
け い

聴
ち ょ う

し て い ま す よ 」 と い っ て い る に す ぎ な い の だ 。 し た

が っ て 、 日 本 人 の う な ず き は 肯 定 と は か ぎ ら な い 。 そ こ で 外 国 人 と の あ い だ に ま た 誤 解 が 生 じ

る 。 相 手 は 日 本 人 が う な ず い て い る の で 、 自 分 の 意 見 に 共
き ょ う

鳴
め い

し て い る と 受 け と っ て し ま う の

で あ る 。

　 「 ノ ー 」 に あ た る 日 本 語 が 「 い い え 」 な ら 、 「 イ エ ス 」 は 「 は い 」 と か 「 え え 」 と い う こ と に

な る 。 だ が 、 こ の 肯 定 の 表 現 も 否 定 の 言 葉 と 同 様 に 「 き っ ぱ り と し た 肯 定 、 な い し 同 意 」 と は

か ぎ ら な い 。 日

i

本 人 は 肯 定 に お い て も き わ め て あ い ま い で 、 否 定 の 余 地 を か な ら ず 残 し て お く

の で あ る 。 「 は い 」 「 は い 」 と い い な が ら 相 手 の い う と お り に 行 動 し な い と い う こ と は 、 日 本 人

な ら ざ ら に あ る こ と で は な い か 。 日 本 人 は 約 束 を 守 ら な い 、 ず る い 、 と い っ た イ メ ー ジ は 、 日

本 人 の こ の よ う な 肯 定 の あ い ま い さ に も

※

起
き

因
い ん

し て い る の だ 。

　 考 え て み る と 、 生 き る と い う こ と は 肯 定 と 否 定 か ら 成 り 立 っ て い る と い え よ う 。 人 生 と は 肯

定 と 否 定 と で 織 り 出 さ れ て い る 行 為 の 集
し ゅ う

積
せ き

な の で あ る 。 だ と す れ ば 、 そ の 肯 定 と 否 定 と が 、

と も に あ い ま い で あ る と い う こ と は 、 そ の 人 の 人 生 そ の も の が あ い ま い │ と い う こ と に な ろ

う 。 日 本 人 が 地 球 社 会 で 生 き て ゆ く た め に は 、 そ し て 、 各 人 が メ リ ハ リ の あ る 人 生 を 送 り た い

と い う の な ら 、 こ の 際 、 あ ら た め て イ エ ス と ノ ー 、 「 は い 」 と 「 い い え 」 を き っ ぱ り と い い き

る 言 語 習 慣 を 身 に つ け る 必 要 が あ る の で は な か ろ う か 。

 （ 森 本 哲 郎 『 日 本 語 　 表 と 裏 』 新 潮 社 ）

※ 標 語 … 組 織 や 運 動 の 行 動 目 標 な ど を 短 い 言 葉 で 示 し た も の

※ 鼓 舞 … 気 持 ち を ふ る い た た せ る こ と 　 　 　 ※ 婉 曲 … 遠 ま わ し な 表 現

※ 傾 聴 … 熱 心 に 聞 く こ と 　 　 　 ※ 起 因 … そ れ が 原 因 に な っ て 何 か が 起 こ る こ と
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問 一 　 　 　 　 部 ① 「 セ ー ル ス は 断 ら れ た と き に 始 ま る 」 と あ り ま す が 、 そ れ は 日 本 人 の 「 否 定 」 に

つ い て の ど の よ う な 性 質 を と ら え て の も の で す か 。 次 の 空 欄 に 合 う よ う に 二 十 一 字 で ぬ き 出 し 、

初 め と 終 わ り の 五 字 を 答 え な さ い 。

日 本 人 の （ 　 　 ） と い う 性 質 。

問 二 　 　 　 　 部 ② 「 な ん と 日 本 的 な ス ロ ー ガ ン だ ろ う か 、 と 思 っ た 」 と あ り ま す が 、 ど う い う 点 が

「 日 本 的 」 な の で す か 。 四 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。

問 三 　 　 　 　 部 ③ 「 否 定 の あ い ま い さ 」 を 説 明 し た 部 分 を こ れ よ り 前 か ら 三 十 五 字 で ぬ き 出 し 、 初

め と 終 わ り の 五 字 を 答 え な さ い 。

問 四 　 　 　 　 部 ④ 「 そ の い い 例 が 『 結 構 で す 』 と い う 慣 用 語 で あ ろ う 」 と あ り ま す が 、 次 の １ 〜 ５

の 「 結 構 」 に つ い て 、 「 申 し 分 の な い 、 た い へ ん よ い 」 の 意 味 で 使 わ れ て い る も の は ア 、 「 拒 絶

の 意 志 」 で 使 わ れ て い る も の は イ 、 そ れ 以 外 の 使 い 方 は ウ を そ れ ぞ れ 記 号 で 答 え な さ い 。

１ 　 ぼ く は デ ザ ー ト は 結 構 で す 。

２ 　 お 元 気 で 結 構 で す 。

３ 　 結 構 な お 味 で す ね 。

４ 　 こ の 仕 事 は 結 構 手 間 が か か る 。

５ 　 こ れ だ け で 結 構 で す 。

問 五 　 　 　 　 部 ⑤ 「 外 国 人 は そ れ を 、 は っ き り と し た 肯 定 と 受 け と る に ち が い な い 」 と あ り ま す が 、

そ れ は な ぜ で す か 。 次 の 中 か ら 最 も 適 当 な も の を 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 外 国 人 に と っ て 「 結 構 」 は 自 国 語 に 存 在 し な い も の だ か ら 。

イ 　 外 国 人 は 「 結 構 」 と い う 言 葉 は ト ラ ブ ル の も と に な る こ と が わ か っ て い る か ら 。

ウ 　 外 国 人 に と っ て 「 結 構 」 は こ ち ら で 判 断 し て よ い と い う 意 味 だ か ら 。

エ 　 外 国 人 に と っ て 「 結 構 」 と い う 言 葉 は 理 解 で き な い も の だ か ら 。

オ 　 外 国 人 に と っ て 「 結 構 」 と い う 言 葉 の 意 味 は 定 ま っ て い る か ら 。

問 六 　 　 　 　 部 ⑥ 「 相 手 と の か か わ り あ い で 使 い 分 け る 」 と は こ の 場 合 ど う い う こ と で す か 。 解 答

欄 の 書 き 出 し や 末 尾 に 合 う よ う に 、 文 中 の 語 句 を 用 い て 六 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。
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問 七 　 　 　 　 部 ⑦ 「 笑 い な が ら 」 と あ り ま す が 、 こ こ で は ど う い う 意 味 を 表 し ま す か 。 最 も 適 当 な

も の を ひ と つ 選 び 、 記 号 で 答 え な さ い 。

ア 　 自 分 の 考 え が お も し ろ く て 仕 方 が な い 。

イ 　 楽 し い 会 話 を こ の ま ま 続 け て い た い 。

ウ 　 は っ き り と し た 根 拠 が あ る わ け で は な い 。

エ 　 日 本 の 習 慣 を 守 ろ う と し て い る 。

オ 　 日 本 の 風 習 を お も し ろ が っ て い る 。

問 八 　 　 　 　 部 ⑧ 「 う な ず い て い る の が 日 本 人 」 と あ り ま す が 、 「 う な ず く 」 こ と で ど の よ う な 状

況 を 生 む 可 能 性 が あ り ま す か 。 （ Ａ ） 〜 （ Ｃ ） に 入 る 語 句 を 指 定 の 字 数 で 本 文 か ら ぬ き 出 し 、

説 明 を 完 成 さ せ な さ い 。

（ Ａ 　 二 十 四 字 ） の に 、 相 手 は （ Ｂ 　 十 二 字 ） と （ Ｃ 　 二 字 ） す る 可 能 性 が あ る 。

問 九 　 　 　 　 部 ⑨ 「 日 本 人 は 肯 定 に お い て も き わ め て あ い ま い で 、 否 定 の 余 地 を か な ら ず 残 し て お

く 」 と あ り ま す が 、 そ う す る こ と を 日 本 人 は ど う 考 え て い る と い え ま す か 。 本 文 か ら 漢 字 二 字

の 語 を ぬ き 出 し て 答 え な さ い 。

問 十 　 日 本 人 の 肯 定 ・ 否 定 の あ い ま い さ に つ い て 、 筆 者 は ど う す る べ き だ と 考 え て い ま す か 。「 人 生 」

「 あ い ま い 」 「 言 語 習 慣 」 の 三 語 を 必 ず 用 い て 、 六 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。 た だ し 、 使 う 順 序 は

こ の 通 り で な く て も か ま い ま せ ん 。

問 十 一 　 次 の 中 で 、 本 文 の 内 容 に 合 う も の に は ○ 、 合 わ な い も の に は × を そ れ ぞ れ 答 え な さ い 。

１ 　 日 本 人 は 「 イ エ ス 」 「 ノ ー 」 を 言 い 続 け る こ と を 尊 重 す る 民 族 で あ る 。

２ 　 「 結 構 で す 」 に 「 ね 」 を つ け る と 遠 回 し な 否 定 に な る 。

３ 　 日 本 人 が う な ず き な が ら 聞 い て い て も 、 肯 定 し て い る と は か ぎ ら な い 。

４ 　 日 本 人 は 表 現 方 法 と 内 容 が 一 致 し て い る と は か ぎ ら な い 。

５ 　 ず る い な ど と い う 日 本 人 の イ メ ー ジ は 外 国 人 の 勝 手 な 思 い こ み だ 。
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Ⅰ

一 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

二 ① ② ③ ④ ⑤

三 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

四 問 一 １ ２ ３ ４ ５ 問 二

問 三 問 四 Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

問 五 問 六 問 七

五 問 一 ↓ ↓

問 二

Ａ
Ｂ

問 三 ② ⑤

問 四

初
め

終
わ
り

こ と

初
め

終
わ
り

こ と

問 五 ⑴ 写 真 を 撮 る こ と

⑵ １ ２ ３ ４

問 六 問 七

問 八 初
め

終
わ
り

が 強 く 表 れ た 写 真 展 。

問 九

写 真 を 撮 る 人 の

Ａ こ と

入 選 作 品 を

Ｂ こ と

問 十 １ ２ ３ ４ ５ ６

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計
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Ⅱ

一 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

二 ① ② ③ ④ ⑤

三 ① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

四 問 一 １ ２ ３ ４ ５ 問 二

問 三 問 四 Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

問 五 問 六 問 七

六 問 一 日 本 人 の 初
め

終
わ
り

と い う 性 質

問 二
問 三 初
め

終
わ
り

問 四 １ ２ ３ ４ ５ 問 五

「 充 分 に 満 足 す べ き 」 と い う 意 味 が

問 六

と い う こ と 。

問 七
問 八

Ａ
Ｂ Ｃ

問 九
問 十

問 十 一 １ ２ ３ ４ ５

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計
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番

　号

1次-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

1 ⑴ 1933 ⑵ 71

⑶ 
41

105
⑷ 63

⑸ ５ ⑹ ×

⑺ 
４

５
 → 0.81 → 

５

６
⑻ 3.5 kg

⑼ 44 ： 21 ⑽ 1330 ｍ

⑾ 2.05 以上 2.15 未満 ⑿ 18 年後

⒀　時速 35 km ⒁ 27 度

⒂ 36.48 cm2 ⒃ 5600 cm3

2 ⑴ 45 ⑵ 105 

⑶ 1145 ⑷ 54 

3 ⑴ 240 円 ⑵ 400 個

⑶ 80 円 ⑷ 8000 円の｛利益，損失｝
 （○で囲む）

小　計

小　計

小　計

小　計

小　計

4 ⑴ 314 m2 ⑵ 182.12 m2

⑶ 260.62 m2 ⑷ 260.62 m2

5 ⑴ 130 cm3 ⑵ ４ cm

⑶ 3.8 cm ⑷ 5.6 cm

共 通 計

コース計

⑴～⒁ 各３点
⒂，⒃ 各４点

⑴，⑵ 各３点
⑶，⑷ 各４点

各３点

各３点

各３点

50

12

12

12

14

50

50

100



（46） （47）

番

　号

1次-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 算 数　－50分－

6 ⑴ 39 ⑵ 17

⑶ 1596 ⑷ 617

7 ⑴ 48 ｇ ⑵ ６ ％

⑶ 50 ｇ ⑷ 137.5 ｇ

小　計

小　計

小　計

小　計

8 ⑴ 45 度 ⑵ 20 cm

⑶ 78.5 cm ⑷ 157 cm2

9 ⑴　① 120 cm 　　② 60 個

　　③ ６ 個 ⑵ 3600 個

コース計

1 ⑴ 1933 ⑵ 71

⑶ 
41

105
⑷ 63

⑸ ５ ⑹ ×

⑺ 
４

５
 → 0.81 → 

５

６
⑻ 3.5 kg

⑼ 44 ： 21 ⑽ 1330 ｍ

⑾ 2.05 以上 2.15 未満 ⑿ 18 年後

⒀　時速 35 km ⒁ 27 度

⒂ 36.48 cm2 ⒃ 5600 cm3

小　計
共 通 計

⑴～⒁ 各３点
⒂，⒃ 各４点

各３点

⑴～⑶ 各３点
⑷ ４点　

⑴～⑶ 各３点
⑷ ４点　

各３点

50

13

13

12

12

50

50

100



（46） （47）

番

　号

1-Ⅰ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ エ ⑵ ウ ⑶ イ ⑷ ア ⑸ イ ⑹ エ ⑺ ウ ⑻ イ

2 ⑴ 記号 ア 理由 あたためられた水は軽くなり、上に動くから

⑵  イ → ウ → ア

⑶ 記号 ア 理由 金属はガラスよりも熱を伝えやすいから

⑷ ウ

3 ⑴ ①： Ｂ ②： Ｃ ⑵ がく ⑶ 受粉

⑷ ア

4 ⑴ エ ⑵ でい岩 ⑶ エ

⑷ 火山のふん火 ⑸ 断層

5 ⑴ Ａ： イ Ｂ： カ Ｃ： エ Ｄ： ア Ｅ： ウ Ｆ： オ

⑵ 二酸化炭素 ⑶ ア、ウ ⑷ Ａ、Ｂ

6 ⑴ Ａ： レボルバー Ｂ： 反射鏡

⑵ プレパラート ⑶ ア ⑷  150 倍

7 ⑴  さそり 座 ⑵ アンタレス ⑶ イ

⑷ カ

8 ⑴ 回路 ⑵ ④ ⑶ ③

⑷ ⑤ ⑦ ⑧ ⑸
⑧の明るさは⑤の明るさの（ ２ ）倍

かん電池がはやくなくなるのは（ ⑧ ）

小

　計
８

小

　計
６

小

　計
５

小

　計
６

小

　計
９

小

　計
５

小

　計
５

小

　計
６

コ
ー
ス
計

共
通
計

25

各１点

⑴⑶
各２点
⑵⑷

各１点

⑴２点
⑵⑶⑷
各１点

⑴２点
⑵⑶⑷
各１点

⑴６点
⑵⑶⑷
各１点
※⑶⑷
　完解

⑴⑵⑶⑷
各１点
※⑷完解
⑸２点

⑴⑵⑶⑸
各１点
⑷２点

⑴⑵⑶
１点

⑷２点



（48） （49）

番

　号

1-Ⅱ進

氏

　名

合

　計中学校学力検査解答用紙　　　 理 科　－40分－

1 ⑴ エ ⑵ ウ ⑶ イ ⑷ ア ⑸ イ ⑹ エ ⑺ ウ ⑻ イ

2 ⑴ 記号 ア 理由 あたためられた水は軽くなり、上に動くから

⑵  イ → ウ → ア

⑶ 記号 ア 理由 金属はガラスよりも熱を伝えやすいから

⑷ ウ

3 ⑴ ①： Ｂ ②： Ｃ ⑵ がく ⑶ 受粉

⑷ ア

4 ⑴ エ ⑵ でい岩 ⑶ エ

⑷ 火山のふん火 ⑸ 断層

9 ⑴ ウ ⑵ とかす水の量をふやす

⑶ イ ⑷ ウ ⑸ エ

10 ⑴ 肺胞 ⑵ えら ⑶ ウ、オ

⑷ 表面積が大きくなって、効率良く酸素を取り入れることができる

11 ⑴ ４ ⑵ ア ⑶ ウ

⑷

12 ⑴ オ ⑵ 電磁石

⑶ エナメル線のまき数をふやす 電池の数をふやす

⑷ オ  （鉄のくぎを太くする）

小

　計
８

小

　計
６

小

　計
５

小

　計
６

小

　計
７

小

　計
６

小

　計
６

小

　計
６

コ
ー
ス
計

共
通
計

25

各１点

⑴⑶
各２点
⑵⑷

各１点

⑴２点
⑵⑶⑷
各１点

 ⑴⑵
各１点
 ⑶⑷
各２点
※⑶完解

⑴⑵⑶⑸
各１点
⑷２点

⑴⑵⑶
各１点
⑷⑸

各２点

⑴⑵
各１点
⑶⑷

各２点

⑴⑵
各１点
⑶⑷

各２点

※３つのうち２つ書けていたら正解



（48） （49）

番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅰ

一 ① い 　 と ② こ う み ょ う ③ お 　 こ ④ え と く ⑤ ゆ う ぜ い

各 １ 点

⑥ 光 　 栄 ⑦ 各 　 自 ⑧ 天 　 然 ⑨ 一 　 対 ⑩ 速 　 達

二 ① 声 ② 品 ③ 行 ④ 通 ⑤ 理 各 ２ 点

三 ① ウ ② キ ③ オ ④ ク ⑤ コ

各 １ 点

⑥ カ ⑦ ア ⑧ エ ⑨ ケ ⑩ イ

四 問 一 １ オ ２ ア ３ イ ４ ウ ５ エ 各 １ 点 問 二 石 ２ 点

問 三 ふ し ぎ ３ 点 問 四 Ｃ ウ Ｄ カ Ｅ キ Ｆ ア 各 １ 点

問 五 心 ２ 点 問 六 エ ２ 点 問 七 し ま し た 。 ２ 点

五 問 一 ｃ ↓ ａ ↓ ｂ 完 ２ 点

問 二

Ａ 心 に 受 け た 感 動 や 怒 り な ど の イ メ ー ジ ２ 点

Ｂ は っ き り 表 現 さ れ て い る ２ 点

問 三 ② 意 　 識 ⑤ 店 の 雰 囲 気 各 ２ 点

問 四

初
め 写 真 展 を 開

終
わ
り

見 て も ら う こ と 完 ２ 点

初
め 自 分 の 作 品

終
わ
り

し て も ら う こ と 完 ２ 点

問 五 ⑴ 写 真 を だ れ か に 見 せ た い と 意 識 し て 撮 る こ と ３ 点

⑵ １ イ ２ ア ３ ア ４ イ 各 ２ 点

問 六 エ ２ 点 問 七 ア ２ 点

問 八 初
め 何 か を う っ

終
わ
り

自 分 の 意 識 が 強 く 表 れ た 写 真 展 。 完 ３ 点

問 九

写 真 を 撮 る 人 の

Ａ 天 性 や ひ ら め き 、 感 性 が 表 れ て い る こ と ３ 点

入 選 作 品 を

Ｂ 研 究 し 、 考 え て 自 分 の 作 品 を ふ り か え る こ と ３ 点

問 十 １ × ２ ○ ３ × ４ ○ ５ ○ ６ ○
各 ２ 点

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計



（50）

番
 号

氏
 名

中 学 校 学 力 検 査 解 答 用 紙
　 　 　

 国 語    ― 五 十 分 ―１ 次

－

Ⅱ

一 ① い 　 と ② こ う み ょ う ③ お 　 こ ④ え と く ⑤ ゆ う ぜ い

各 １ 点

⑥ 光 　 栄 ⑦ 各 　 自 ⑧ 天 　 然 ⑨ 一 　 対 ⑩ 速 　 達

二 ① 声 ② 品 ③ 行 ④ 通 ⑤ 理 各 ２ 点

三 ① ウ ② キ ③ オ ④ ク ⑤ コ

各 １ 点

⑥ カ ⑦ ア ⑧ エ ⑨ ケ ⑩ イ

四 問 一 １ オ ２ ア ３ イ ４ ウ ５ エ 各 １ 点 問 二 石 ２ 点

問 三 ふ し ぎ ３ 点 問 四 Ｃ ウ Ｄ カ Ｅ キ Ｆ ア 各 １ 点

問 五 心 ２ 点 問 六 エ ２ 点 問 七 し ま し た 。 ２ 点

六 問 一 日 本 人 の 初
め 否 定 は い つ

終
わ
り

持 っ て い る と い う 性 質 　 完 ３ 点

問 二

日 本 人 に と っ て 断 る こ と は け っ し て き っ ぱ り

４ 点

と 断 る こ と と は 限 ら な い と い う 点 。

問 三 初
め 完 全 な 否 定

終
わ
り

余 地 を 残 す 完 ２ 点

問 四 １ イ ２ ア ３ ア ４ ウ ５ イ 各 ２ 点 問 五 オ ２ 点

「 充 分 に 満 足 す べ き 」 と い う 意 味 が

問 六

相 手 の こ と に つ い て い う と 「 す ば ら し い 」 の

５ 点

意 味 に な り 、 自 分 の こ と に つ い て い う と 「 こ

れ 以 上 望 ま な い 」 と い う 意 味 に な る と い う こ と 。

問 七 ウ ２ 点

問 八

Ａ か な ら ず し も 相 手 の 意 見 に 賛 同 し て い る わ け

で は な い

Ｂ 自 分 の 意 見 に 共 鳴 し て い る Ｃ 誤 解 各 ２ 点

問 九 美 徳 ２ 点

問 十

肯 定 と 否 定 が あ い ま い に な る と そ れ で 成 り 立

４ 点つ 人 生 ま で あ い ま い に な る の で 、 き っ ぱ り と

い い き る 言 語 習 慣 を 身 に つ け る べ き だ 。

問 十 一 １ × ２ × ３ ○ ４ ○ ５ × 各 ２ 点

共
通
計

コ
ー
ス
計

合
 
 
 計



平成23年度入試　中学校入試統計
1. 受験者数など　　（　　）内は平成22年度

募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 実質倍率 合格最低点入学者数（昨年度） 

１次
Ⅱ進 約20 42（61）

136（178）

42（60）

135（176）

20（27）

110（155）

2.10（2.22） 186（179） 19（26）

Ⅰ進 約80 94（117） 93（116）
回し21（32）

69（96）
1.35（1.21） 113（111） 85（116）

２次Ａ
Ⅱ進

Ⅱ進
約20
Ⅰ進
約40

72（73）

126（125）

64（68）

110（117）

25（37）

89（99）

2.56（1.84） 190（182） 12（19）

Ⅰ進 54（52） 46（49）
回し37（29）

27（33）
1.70（1.48） 100（100） 29（31）

２次Ｂ
Ⅱ進 17（31）

39（47）

16（31）

38（47）

8（13）

31（41）

2.00（2.38） 189（192） 5（10）

Ⅰ進 22（16） 22（16）
回し8（18）

15（10）
1.47（1.60） 100（100） 15（14）

Ⅱ進 約40 131（165） 122（159） 53（77） 2.30（2.06） 36（55）

Ⅰ進 約120 170（185） 161（181） 177（218） 1.45（1.51） 129（161）

合計 約160 301（350） 283（340） 230（295） 1.23（1.15） 165（216）

＊Ⅰ進倍率は回し合格者を除く

2. 受験者の【平均点・最高点・最低点】（　　）は満点
　　　　Ⅱ進・Ⅰ進の国語・算数の共通問題の配点は50点。理科は25点。

Ⅱ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

１次 59.7 82 27 73.7 100 39 36.1 45 19 169.5 224 98

２次Ａ 74.0 92 35 63.7 93 27 35.8 47 17 173.4 228 106

２次Ｂ 78.1 98 65 69.9 90 27 31.3 44 21 179.3 227 116

Ⅰ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

１次 46.1 90 18 54.1 94 11 29.1 46 9 129.3 208 45

２次Ａ 71.4 92 37 35.0 79 9 106.4 160 49

２次Ｂ 66.5 93 28 52.4 97 15 118.9 190 43

3. 合格者の【平均点・最高点・最低点】（　　）は満点
　　　　Ⅱ進・Ⅰ進の国語・算数の共通問題の配点は50点。理科は25点。

Ⅱ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

１次 68.2 82 51 88.2 100 71 40.9 45 35 197.3 224 186

２次Ａ 84.0 92 78 79.7 93 61 42.6 47 35 206.3 228 190

２次Ｂ 85.9 98 77 83 90 76 36.7 44 32 205.6 227 189
1次・2次とも250点

Ⅰ進
国語（100） 算数（100） 理科（50） 合計

平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低

１次 50.3 90 30 61 94 37 31.7 46 19 143.0 208 113

２次Ａ 79.9 92 61 44.2 79 24 124.0 160 100

２次Ｂ 76.3 93 54 71.3 97 34 147.6 190 100
1次は250点・2次は200点
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